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  第一章 終わりの時代の危険に関する洞察


  



  　「霊（プネウマ、pneuma）の力に逆らう魂（プシュケ、psuche）の力」。この意味深長な句は、目に見えない領域で今日行われている戦いを描写するために、インドにいるある特派員が用いた表現です。彼は今日のインドの実際問題をこう表現しましたが、「魂と霊」を識別できる人なら、この句が東洋だけでなく、英国で起きている出来事をも生き生きと描写していることがわかるでしょう。状況は確実に変化しています。神の事柄において前進しつつあるキリストの教会は、新たな試みの段階に直面しています。従来の知識では、この必要に応じられそうにありません。ですから、聖霊なる神からの新たな光が緊急に必要です。そして、新たな状況が生じつつある今、神はこの光を送られつつあります。


  　「霊（プネウマ、pneuma）の力に逆らう魂（プシュケ、psuche）の力！」。この「魂の力」とはいったい何を意味するのでしょう？特派員は次のように詳しく記しています。


  　「地獄の勢力が全世界を欺くために出て行きました（黙示録十二章七～十二節）。その結果、政治の世界で大変動が起きています。私たちはこれらの出来事を考慮する必要があります。なぜなら、それらはキリストの教会に重大な影響を及ぼすからです」。


  　「以前、私は北インドで一人の人に出会いました。その人はシムラの最上層の社交界である、インド政府の夏の議会に出入りする資格を持っていました。ある晩、彼は私に、彼がインドや他のアジアの国々のマハトマ（聖人）たちと接触をもっていることを話してくれました。彼が言うには、政治的な大事件が起きる数週間、数ヶ月前に、彼はそのことを知っている、とのことでした。彼は、『私は情報を得るのに、電報や新聞に頼りません。それらは過去の出来事を記録するだけですが、私たちは出来事が起きる前にすでにそのことを知っているのです』と言いました。どうして、ロンドンにいる人がインドの出来事を知ったり、インドにいる人がロンドンの出来事を知ることができるのでしょう？」。


  　「私はこの現象を、マハトマの秘訣を知る人々が投影した『魂の力』によるものと理解しました。魂の力とは何でしょう？神の霊から教わっている信者は、神の御言葉の光によって、それが地獄の力であることを知っています。この地獄の力は、壊滅的変化を生じさせるために、世界の国々の上に投影されているのです」。


  　「『魂の力』という言葉の魅力や魔力は、東洋でだけ知られています。東洋では、マハトマのような聖人はこの力を行使できると信じられています。彼らは過去数世紀にわたってインドの霊的指導者でした。そして、昔と同じように今も、超自然的な力を持つと信じられています。彼らは人を強める力を持つだけでなく、人の意志をコントロールする力も持つと言われています」。


  　「インド人の心の中にあるこの言葉の力を示すには、セブレス条約の修正を挙げれば十分でしょう。この条約変更により、トルコが失っていたものをすべて戻さなければなりませんでした。東洋の一国家が、西洋諸国に勝利したのです。これ以上の勝利は想像できません。インド人はその理由を説明することができました。インドの数百万の人々は、それが『魂の力』によるものだと信じていたのです」。


  　「この『魂の力』は、祈りや、断食や、宗教的な瞑想によって開拓されると信じられています。イスラム教徒たちは、彼らの寺院での祈りの集会を誇りにしています。デリの壮大なジャムナ寺院で祈る、イスラム教徒の群衆を考えてみてください。そこにモハメッドに従う数十万の人々が集まり、外ではさらに多くの人々が祈ります。ここで、『魂の力』が生み出されているのです！インドにはイスラム教の寺院が数千あり、熱心なイスラム教徒は毎日三回祈るために集まります。ここに、イスラムの隠れた力の源があります。イスラム教徒はみな、世界を動かす力の秘訣は祈りにあると信じています。そして、彼らは信じていることを実行します。彼らは『祈り』、ヨーロッパ諸国の議会が覆されることを信じます。これはキリスト教国に対するなんという教訓でしょう！」。


  　「インドの膨大なヒンズー教徒の間では、魂の力はどのように開拓されているのでしょうか？イスラム教徒の祈りの集会は確かに大きいですが、宗教的瞑想のために大祭に集うヒンズー教徒の数はその十倍以上です。ヒンズー教徒は、彼らの聖なる巡礼地を誇りにしています。数十万のヒンズー教徒が巡礼地に集まります。アラハバドのマーの大祭では、七年ごとに数百万のヒンズー教徒が集まります」。


  　「ヒンズー教徒とイスラム教徒は、祈り――瞑想行為――によって結ばれて、共に『魂の力』を生み出す働きに従事しています。彼らは、東洋における西洋諸国の権力や威信を失墜させるために、『魂の力』を西洋諸国の上に投影しているのです。これは歴史上最大の反乱です！……」。


  



  ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊


  



  　ペンバーの「地球の幼年期」の中に、これに光を当てる節があります。彼は次のように記しています。「『魂の力』を生み出すには、肉体を魂の支配下に置かなければならない。そうすることによって、自分の魂と霊を投影し、地上に生きていながら、あたかも肉体を持たない霊のように行動できるようになる」「この力を会得した人は『導師』と呼ばれており……意識的に他人の心の中を覗くことができる。彼は自分の『魂の力』によって、外界の諸霊に働きかけることができる。……彼は凶暴な野生の獣をおとなしくさせ、自分の魂を遠方に送ることができる」「彼は遠くにいる友人に、肉の体と同じ様で自分の霊の体を見せることができる」「長期間の訓練によってのみ、これらの能力を会得することができる。訓練の狙いは、体を完全に服従させて、いっさいの喜び、痛み、地的情動に対して無感覚にならせることである」。


  　インド人の宗教生活は、まぎれもなく、これらの魂の力を発達させています。キリストの福音を知らない数十万の人々が、ある特定の対象に向けて強烈な「祈り」を放つ効果は、いかばかりでしょう。彼らはこの世の神に導かれて、自分の望む対象に魂の力を「投影」しているのです。


  　「魂の力」対「霊の力」。これはイギリスでは何を意味するのでしょう？それはこれです。私たちの周りでも、意識的・無意識的に、この魂の力が発達・行使されつつあるのです。目に見えない悪の勢力は、この「魂の力」を利用できます。「霊（プネウマ、pneuma）の力に逆らう魂（プシュケ、psuche）の力」。「魂の力」とは何でしょう？それは「生まれながらの人」が用いる生来の潜在的な力であり、神の霊からではない力です。それでは、「霊の力」とは何でしょう？それは「霊」なる神ご自身の力であり、霊の人を通して働く力です。霊の人は御霊から生まれ、御霊によって歩み、カルバリの血の根拠に基づいて神に祈ります（たとえば、黙示録八章三～五節参照）。


  　魂の力の無意識的な行使は、霊的な信者にどんな影響を及ぼすのでしょう？最近受け取った手紙の中にその実例があります。手紙の著者は次のように記しています。「私はたった今、敵の襲撃から逃れてきたところです。出血、心臓病、動悸、疲労。全身ボロボロの状態でした。私が祈っていた時のことです。（魂的な）『祈り』によって私の上に働く魂の力に対抗して祈るよう、突然示されました。キリストの血の力を信じる信仰によって、私はそれを自分から断ち切りました。結果は驚くべきものでした。たちまち呼吸は正常になり、出血は止まり、疲労は取れ、すべての痛みは去り、体にいのちが戻ってきました。それ以来、私は新たにされ、強められています。この解放の経験から、神は私に次のことをはっきりと教えてくださいました。すなわち、私の体がボロボロになったのは、私に反対しているある異端のグループが、私について祈った『祈り』のせいだったのです。神は私を用いて、そのグループから二人の人を解放してくださいました。しかし、残りの人々は恐ろしい地獄の中にいます。……」。


  　過去数ヶ月の間に、私は他にもこのような事例を見聞きしました。霊的な信者はこのような新たな危険に直面しつつあります。この困難はますます大きくなりつつあり、やがて人の住む全地に広がるでしょう。このような他の事例を見ると、何らかの方法で自分を悪霊に対して開いて、超自然的経験をしている人々は、祈りを装って魂の力を生み出せるようです。これらの人々は、「他の人々も自分と同じ経験をするべきだ」という偏執狂的な霊を持っているようです。もし、人が自分と同じ経験をしようとしなかったり、他の人々の邪魔をするようなら、彼らは自分たちが「祈り」だと思っているものをその人に向けて、「あの人は神に裁かれるべきです」とか、「あの人は『真理』に服従するよう強制されなければなりません」と祈ります。


  　しかし、これらの人々は、主を受け入れようとしなかった町に対して、「主よ、私たちが天から火を呼び下して、彼らを焼き滅ぼしましょうか？」*と言った弟子たちに酷似しています。主は弟子たちに答えて、「あなたたちは自分がいかなる霊なのか、わかっていません」と言われました。神は決して、ご自身を受け入れるよう、人に強制されません。たとえそれがその人自身の益であったとしてもです。聖霊なる神は、神の救いを受け入れるかどうかを選択する人の責任を認識しておられます。


  
    * ルカによる福音書九章五二～五六節（訳者注）

  


  　ですから、神のしもべ、神の真のしもべに警告します。たとえ人々があなたの思うような特定の「祝福」を求めなかったとしても、邪悪な祈りと呼べるものをその人たちに向けて、魂の力を生み出してはなりません。祈って彼らを神に委ねなさい。激しい祈りに従事する人はみな、他の人々のために祈る時、「神の御旨」に関する自分の見解を祈ることを注意深く避けなければなりません。そして何よりも、決して「祈り」を人々に向けてはなりません。祈りを神に向けなさい。そうするなら、あなたが祈る人々は、時流を通して働く魂の力に陥るおそれはありません。この例として、ある牧者が次のように書いています。


  
    「最近、この町で集会がありました。その集会でのことです。『話し手』の一人が『出てきて』、自分の超自然的な経験、彼自身の特別な『祝福』を人々に強制しようとしました。私は多くの『祈り』の標的にされました。それ以来、私はその深刻な影響をひしひしと感じています。……祈る時に、自分の欲する対象に精神（魂の力）を集中することは、実に邪悪なことです。……」。

  


  　真に御霊から生じる祈りは、霊から発します。そしてそれは、「祈り」を装って、自分が望むものに精神を集中することではありません。これをよく覚えておきましょう。


  



  第二章 今日世界が直面している諸問題


  



  　前号掲載した小論文「魂の力対霊の力」に関して、手紙が数通寄せられました。ある牧者はその画期的重要性を評価してくださいました。また、他の人々は自分の経験を証しして、記事の内容を確証してくださいました。彼らは、今日増大しつつある悪魔的活動が、世界を聖書が予言している大艱難の時代へと向かわせつつあることを、はっきりと示してくださいました。


  　しかし、私は、「魂の力」の意味について、そして今日促進されつつある魂の力がなぜ神の子供にとって危険なのか、もう少し詳しく説明するよう求められました。「魂の力」は何から成り立っているのでしょう？また、どうして「魂の力」が今日出現して、神の真理に対する戦いの最後の大きな局面で、暗闇の勢力によって用いられているのでしょう？これらの問いに答えるには、まず最初に聖書に行く必要があります。そして、神の霊の照らしの下で、聖書が「魂と霊」の主題に関して何を教えているのかを見る必要があります。


  　「魂」（プシュケ、psuche）とは何か、そして霊と体に対する魂の関係について、アンドリュー・マーレーは明快な説明を与えています。人は（１）霊、（２）魂、（３）体から成り立っています。「霊は我々が神を意識する座であり、魂は自己を意識する座であり、体は世界を意識する座である。（信者の）霊の中には神が住んでおられ、魂には自己が宿っており、体には感覚が宿っている……」。


  　魂と霊の区別は非常に重要です。なぜなら、悪魔が神の子供たちさえも欺き、誤導することができるのは、この知識の欠如のためだからです。


  　聖書の中には、「魂と霊」が同義語であるかのように見える節がいくつかあります。しかし、クリスチャンがキリストの満ち満ちた身の丈に達して、「霊」が「魂」を貫くのを経験する時、この同義語的用法の理由が明らかになります。


  　キリストは、「神は霊ですから、神を礼拝する人は霊の中で礼拝しなければなりません」と言われました。人はだれでも霊を持っています。しかし、堕落によって、人の霊は神から分離されました。人の「霊」は、神の光によって再び灯され、キリストのいのちの分与によって再生される必要があります。その時、人は再創造され、上から「生まれ」ます（ヨハネによる福音書三章三節欄外）。堕落以降、人の生まれながらの性質中に神の「輝き」はありません。あるのは、堕落して、再生もしくは新生を必要とする「霊」です。


  　これが重要な点です。その重要性は学問的重要性を遙かに上回ります。ここで間違いを犯すなら、その結果は永遠にまで及びます。「堕落」の事実性と、キリストの身代わりの死による再生の必要性は、単なる人の「見解」の問題ではありません。これこそ、人類を神から生まれた人とそうでない人に二分する分水嶺です。これこそ、悪魔が関心を寄せている点であり、日の下のあらゆる「～主義」の根本問題です。


  　マーレーは、「『魂』は我々の『自己意識』の座である」と記しています。「魂は我々の道徳、知的能力、意識、自己決定、精神、意志を含む」「人は霊によって神とその御旨に結合される。アダムの堕落のとき、『魂』（自己）は霊に従うか、それとも体や目に見えるものの誘惑に従うのか、決定しなければならなかったのである」「堕落のとき、魂は霊の支配を拒み、体の奴隷となった。……こうして、魂は肉の支配に服し、人は『肉になった』と述べられている。それゆえ、魂のあらゆる属性は肉に属し、『肉の力の下』にある」。


  　この説明は、問題に対する明瞭な展望を与えます。生まれながらの人が「魂の力」を発達させて、それを行使することは、堕落した状態で、神から離れて、あらゆる「魂の属性」を発達させ、行使することを意味します。たとえそれが神の奉仕であるように見える場合でも、これは真実です。「魂の力」の源は魂（自己）にあり、霊――クリスチャンの霊は神が住まわれる場所です――にはありません。神の霊は、御旨を遂行するのに、人の生来の力を使われません。真に再生された信者は、これを事実として認識する必要があります。とはいえ、神は聖別された人の魂の能力を、神のいのちを現す媒体として使われます。


  　マーレーの次の厳粛な言葉から、この事実の重要性がわかります。「教会や個々の信者が恐れなければならない最大の危険は、精神や意志の力によって魂が過度に活動することである。多くの人の中で、魂は長い間支配してきた。そのため、キリストに服する時でさえ、『今こそ服従の働きを成し遂げなければならない』と魂は思い込むのである。この自己（魂）は非常に巧妙で強力なため、魂が神に仕えることを学ぶ時ですら、肉が依然として力を振るって、御霊だけに導かれることを拒むのである。宗教的であろうとする魂の努力もまた、大いなる敵であって、御霊を妨げ、消してしまう。……御霊によって始まったことが、非常に速やかに、肉に信頼する結果に終わってしまうのである」。


  　ここに、インドの特派員が記した、終末における世界の諸問題の意味を見ることができます。それは、パウロがガラテヤ人への手紙五章十七節で描写した昔ながらの戦いです。「肉の欲は御霊に逆らい、御霊は肉に逆らいます」。「肉の思いは神に対して反抗します」（ローマ人への手紙八章七節、参照コロサイ人への手紙一章二一節）。「肉」と「霊」は真っ向から対立しますし、今後も常にそうであり続けるでしょう。「肉」が「魂」の形を取って現される時、すなわち「肉」が生まれながらの人に固有の精神や意志などの力を通して現される時も、「肉」と「霊」は真っ向から対立します。これらは「肉の行い」として、次のように列挙されています。「偶像崇拝、魔術（魔法、コニーベア）、憎しみ、不和、騒乱、異端」（ガラテヤ人への手紙五章十九～二一節）。これらの活動はみな、肉の力の下にある魂の力によります。


  　しかし今、個人の経験を離れて、世界の諸問題という観点からこれを見ることにしましょう。どうして、世界の争いが「魂（プシュケ、psuche）の力」対「霊（プネウマ、pneuma）の力」という問題になりつつある、と言えるのでしょう？この根本原因に関する光を得るには、エデンの悲劇に再び戻って、アダムの堕落の意味と、現在達成されつつある蛇の狙いを見る必要があります。なぜなら、堕落の結果の深刻さと悲劇について、そしてアダムと共に堕落したものについて、私たちはこれまで明確に理解していなかったからです。また、アダムが罪を犯す前に持っていた神から与えられた力が、堕落の後、誘惑者の手に渡ったことを、私たちは認識していなかったからです。


  　エバを誘惑するために使われた誘い文句は、「あなたは神のように（as God）なるでしょう」（創世記三章五節）でした。これは、アダムとエバが堕落する前に、神が二人に対して持っておられた御旨でした。創世記一章二六節の「似せて（likeness）」という言葉は、「似るようになること（become like）」を意味するようです。これは、アダムを神の形に構成するために彼の中に息吹かれた素晴らしい潜在的な力は、ある過程を経て発達させられ、ついには万物に対する支配権という点で、『人を創造者に似た者』*とするはずだったことを示唆します。神だけが、これらの潜在的な力をただしく発達させ、ただしく人に用いさせることができました。しかし、その神がご自身の創造した素晴らしい人から追い出されなければならなかったとは、なんという悲劇でしょう。しかも、さらに恐ろしいことに、まさに神に由来する諸々の能力は、今や神の敵の手に渡ってしまったのです。


  
    * E. McHardie 夫人による。

  


  　堕落のこの特別な面によって歴史の中に起きたことを、今は辿ることができません。聖書を見ると、神の敵と人がこれらの能力を使う方法を知っていたことを示唆する箇所や、異常な力を持つ「魔法使い」や「魔術師」が悪の力と結託していたことを示唆する箇所が、何度も出てきます。これらの箇所は、エデンにおけるサタンの狙いを完全に明らかにするために、私たちが生きている「終わりの時」のために取って置かれたのです。サタンの狙いは、地上に住むすべての人を支配することです。そして、聖書が告げるところによると、サタンは短い間、一人の超人（サタンは彼に異常な力を与えます）を通して、自分の狙いを達成することを許されるでしょう。ですから、「魂（プシュケ、psuche）の『力』が一丸となって、霊の『力』に反抗している」という言葉は、今日まさに真実なのです。なぜなら、世界が反キリストの支配を受け入れるようになるのは、人の堕落した魂の力を通してだからです。これは、一時の間、神が宇宙から排除されるであろうことを意味します。エデンにおいて、罪のない人に潜在的な力が与えられました。この潜在的な力は、適切に発達させられたなら、統治する力という点で人を「神のように（like God）」するはずでした。しかし、人は堕落しました。そして、神から与えられた潜在的な力も堕落して、敵の手に渡りました。今後、この潜在的な力はますます現れて、行使されるでしょう。そしてついには、堕落した状態にある人が「自分は『神のよう（like God）』である」と信じて、これらの力を悪魔の支配や促しの下で用いるようになるでしょう。心霊主義者たちはすでに、「これまで神に帰せられていた属性を、人はすべて持っている」と豪語しています。グラットン・ギネスは数年前、「背教は堕落したアダムのいのちを誤用する形を取るだろう」と記しました。


  　これは現在起きつつある出来事の上に驚くべき光を投じます。今日、信仰を告白するキリスト教会の指導者たちの間に、急速に背教が広がっています。これは、敵にそそのかされて、堕落した「魂の力」を使った結果です。別の方面における大きなテーマは「心理学」です。「心理学」は、死すべき人間がこれまで夢想だにしなかった「心」の力を「発見」しつつあります。そのため、人々は「教えの風に吹き回される子供のように、誤りに至らせる罠へと導かれて」（エペソ人への手紙四章十四節、コニーベア）います。彼らは、自分たちが悪魔の壮大な世界計画に加担しているとは、少しも思っていません。


  　大いなる策略家であるサタンが、科学者、ビジネスマン、宗教家を捕らえるために考え出した計画については、別の論文で述べることにします。ここでは、その計画の骨子は、「心霊科学」の名の下で人を「自然現象」の「発見」に導くことだった、とだけ述べておきましょう。これらの発見のリストは、預言について記したある著者によって与えられています*。そのリストに、最近の発見も加えることができるでしょう。それらの発見は、霊の中にある素晴らしい神のいのちの偽物を、魂の領域の中に造り上げることができます。神のいのちを少しでも知っている人なら、これに驚かずにはいられないでしょう。今日、魂の力が発達させられつつあり、ますます用いられるようになっています。ここに神の子供たちが陥りかねない危険があります。真に「霊的」ではあるけれども、人の中にあるこれらの潜在的力について知らない神の子供たちは、この危険に注意しなければなりません。


  
    * E. McHardie 夫人の小冊子「背教」

  


  



  第三章 終わりの時代における魂の力の発見


  



  　マーレーは、「各人が恐れなければならない最大の危険は、魂が精神や意志の力によって過度に活動することである」と言いました。今日この危険は、「研究者」を自認する人々が心霊学の領域でなした発見によって、千倍にも増幅されています。彼らは、人の中にある潜在的な力――これまで人が考えもしなかったような力――を知るよう、大衆を導いています。霊にしたがって歩み、神の霊の流出の経路になることを願うクリスチャンが直面している危険は、きわめて現実的です。なぜなら、再生されて、霊の中に神のいのちを持っていたとしても、もし無知なら、「魂の力」を使ってしまうかもしれないからです。神のための宣教の働きにおいてさえ、「魂の力」を使ってしまうかもしれません。おそらくこれが、宣教の効果が長続きしない隠れた原因でしょう。


  　しかし今は、「魂の力」の危険性について、鳥瞰図を示すことにしましょう。おそらく、この主題の経綸上の面に関して、マクハーディー夫人ほど豊かに情報を提供している著者はいないでしょう。しかし、彼女の貴重な著書は絶版になっています。彼女の著書はまさに今日のために書かれたのに、現在は入手困難です。*


  
    * 数年前に、故ルジシル博士がこれらの書物を読んで、著者に会うことにしました。彼はそのためにアバディーンまで長旅をしました。そして、著者が家のてっぺんの一室で働きながら、一人で暮らしているのを見つけました。なぜなら、彼女は自分のメッセージを出版するために全財産を使い果たしてしまったからです。ルジシル博士が語るところによると、彼女は聖書知識の生き字引であり、ヘブル語とギリシャ語の専門家でした。その後、彼女は脳出血で倒れ、診療所で亡くなりました。彼女は、自分の仕事を引き継げる後継者を残しませんでした。彼女の死後、これらの本の金属版画が私に贈られました。しかしその時、私は贈られたものを利用できませんでした。この論文で私が示す事実は、マクハーディー夫人の著書から収集したものです。

  


  　注目すべきことに、この時代の終わりの時、悪魔は創世記を攻撃して、その権威を地に落とそうとしています。その理由は、創世記が基本的真理――堕落と贖いの福音――を含むだけでなく、今日の諸問題に対する鍵をも含んでいるからであることは、疑う余地がありません。すでに指摘したように、エバを誘惑する誘い文句は、「あなたは神のようになるでしょう」でした。神が人を創造されたのは、まさにこの目的のためでした。私たちは次の要点を理解する必要があります。


  　１．今日、「心霊学研究」によって明らかにされた魂のもろもろの属性は、堕落以前のアダムの中に置かれたものであり、神との交わりを通して発達させられ、神の御旨を遂行するために用いられるべきものでした。


  　２．誘惑する者は、これらの潜在的な力が罪のないアダムの中にあることを知って、神の支配下ではなく、自分の支配下でそれを用いることを欲しました。そこでエバを誘惑しました。


  　３．アダムが堕落して、その霊の中で神から分離された時（なんと恐ろしいことでしょう）、これらの潜在的な力もアダムと共に堕落して、誘惑者の手に渡りました。


  　前の論文で、大いなる策略家であるサタンが、（１）科学者、（２）ビジネスマン、（３）宗教家を捕らえるために考え出した一大計画について触れました。この計画は、悪霊に支配されている一人の霊媒を通して知らされました。悪霊は霊媒を通して、「これまで我々は、『人類のさして重要でない部分』にしか手をのばせなかった。一部の例外を除いて、科学者たちは我々から遠く離れていた」と語りました。今日私たちは、悪魔の策略の結果を見ています。多くの科学者たちは、「自然科学研究」というまことしやかな口実の下で、大いなる欺きに捕らわれています。


  　心霊主義の歴史を見ると、悪霊が人と交信できるようになった第一段階は、一七七八年頃にアントン・メスマーによってなされた発見だったことがわかります。この発見により、今日「催眠術」と呼ばれているものに関する知見がもたらされました。メスマーに続いて、多くの追従者たちがさらに「発見」を続け、ほとんど信じられないような現象を生じさせました。メスマーは自らを科学者と称し、これらの「自然現象」を検証するよう、科学界に訴えました。彼は、「私は自分の発見を、最も科学的な人々に認めていただきたいのです」と言いました。この時、悪魔は科学者を捕らえることに成功しました。なぜなら、心霊学の研究者たちは、「催眠術はあらゆる精神学（クリスチャン・サイエンスも含む）の源である」と認めているからです。


  　メスマーは、人間の内に潜在的に存在する神秘的な力に関して、基本的な知識を得ました。それに続いてなされた「発見」のリストを見ると、その後この運動が驚くほどの速さで進展したことがわかります。一七八四年に、メスマーのある学徒が、催眠術の結果、「透視力」を発見しました。そして偶然、「読心力」に遭遇しました。それから、さらなる知識を求めて、古代の書物が研究されました。この研究により、古代にはこれらの「自然の神秘」はごく少数の人々にしか知らされていなかったことがわかりました。しかし今、メスマーとその学徒たちを通して、この運動がさらに前進する時が来たのです。この運動はやがて、世界を再び暗闇の中に導くでしょう。


  　催眠術、神経学、精神測定学――精神が肉体を離れて活動できることや、過去を読むことができる「精神感知力」――などが年々「発見」されました。それから、「幽体離脱」と呼ばれるものが発見されました。これは意志によって生じるある特定の状態を意味し、この状態にある人は自分の「精神」を遠くの場所に「投影」して、そこで起きていることを見聞きしたり、感じたり、においをかいだり、味わったりできます。それから一八四七年頃、ある信仰復興の説教者が「トランス状態」を発見しました。この発見により、その説教者は宣教の働きをやめて、研究に没頭しました。多くの人が彼の講義を聞いて影響を受けました。「トランス状態は、人間のいのちの中にもともと備わっている、自己暗示の力による」と発見者は言いました。この力を用いることにより、精神は痛みを感じなくなるだけでなく、病気をいやすこともできました。


  　最初は、自然科学の分野として、科学者だけがこれらの「発見」に従いました。そして、これらの現象を霊の働きと関連づけようという試みはいっさいなされませんでした。悪霊たちはすべての教えと教義を注意深く隠していたのです。


  　それから、「ビジネスマン」を捕らえるために、計画がさらに進められました。その結果は、今日広く行き渡っています。その計画とは、仕事で成功をおさめ、利益を得るために、これらの「発見」を実際に利用する方法を示すことでした。そしてこの目的のために、「内なる力」を発達させる方法を記した本が出版され、大々的に宣伝されました。ビジネスマンたちは、友情や成功を引き寄せ、「たくましい魅力的な性格」を発達させるために、「心の力」を用いるよう至る所で勧められました。


  　「宗教家」に手をのばすために、計画がさらに遂行されました。これがどれほど成功したかは、今日見ることができます。クリスチャンの教師たちは大挙して、悪魔の教え――聖書に関する合理的見解や、特にキリストの贖いに反対する教え（これが悪魔のあらゆる教義の主要目的です）――を吸収しています。


  　今日、サタンの欺く霊の巧妙な働きは、その頂点に達しつつあります。私たちは、指導者たちが続々と敵に捕らえられていく様子を見ることができます。サタンの戦略は実に巧妙でした。「科学者」が道をしき、「宗教家」が科学（間違ってそう呼ばれているもの）に降伏し、人の住む全地が欺く者によって迷わされました。


  　間違いなく、聖書に予告されている「背教」は、満潮に達しつつあります。潮流は急速に勢いを増しています。神と人の敵が舵を握っており、世界は暗闇の時――サタンが短い間、一人の超人（反キリスト）を通して、実際に「この時代の神」として君臨するであろう時――に向かって突き進んでいます。この超人の「出現」は、もはやのばされることはないでしょう。


  　今日、「発見」に次ぐ「発見」がなされています。そのため、日刊紙ですら、それを知らせるのが困難なほどです。たとえば、「精神分析」は今日「科学」として認知されています。しかし、教会会議の会規は、精神分析を「汚れた不要な道楽！」として規定しています。心霊学は狂気であり、惑わしの風です。しかし、この新しい「教え」をいっぱいにつめこんだ「教師たち」が現れつつあります。彼らは不注意な者たちを、キリストの真の福音から遠ざけています。


  　「ノアの時代」の意義を少しでも知っている人なら、今日魂の力が台頭してきた目的をはっきりと認識できるでしょう。ノアの時代、堕落が広く行き渡っていました。そこで、堕落に汚されずにいた一家族を通して人類を保存するため、すべての肉を滅ぼす洪水が必要だったのです。心霊科学のどの領域も、キリストの福音のある面に取って代わろうとするものであることが、最終的に明らかになるでしょう。心霊科学は、クリスチャンのキリストとの合一の偽物として、目に見えない者たちとの合一を生み出すようにすらなるでしょう。


  　神の子供たちは、身の安全を守るため、今、「魂と霊の違い」を知る必要があります。人々の個人的問題を取り扱う時、聖霊の内住する力に信頼して、人々を十字架の解放に導きなさい。「精神分析」を用いてはいけません。悪魔との戦いには、古いアダムのいのちを絶えず死に渡す十字架の深い働きと、聖霊による復活の主とのいのちにおける実際的結合が必要です。さもないと、悪魔との戦いで、私たちは魂の力を発達させてしまうかもしれません。


  　「魂の力」対「霊の力」。これが今日の戦場です。キリストのからだは、自らの内にある聖霊の力によって、天に向かって前進しつつあります。この世の雰囲気は、魂的な潮流――その背後には悪霊どもが集結しています――に覆われつつあります。神の子供にとって、危険を逃れる唯一の道は、キリストと結合しているいのちを経験的に知ることです。キリストと結合しているいのちにより、神の子供はキリストと共に神の中に住み、有害な空気――その中で、空中の権威の君が働きを進めています――を超越します。清めるキリストの血、キリストの死と一体化させるキリストの十字架、復活・昇天された主の力―――これらを聖霊によって絶えず宣言し、握りしめ、行使することによってのみ、キリストのからだの肢体は勝利して、昇天されたかしらに結びつくでしょう。


  



  第四章 「子は自分からは何もすることができない」


  



  
    これは特別集会で語られたメッセージです。前の数章で述べた「魂」と「霊」の区別を、より簡単な言葉で示すため、特別にここに収録しました。

  


  



  　「魂の力」の意味は、「その源が魂にある力」として簡単に定義できます。そして、「霊の力」は「その源が霊にある力」として定義できます。魂は両者が働くための媒体です。魂の力は魂の機能を通して現され、同様に霊の力も魂の機能を通して現されます。これを大ざっぱに次のように説明しましょう。上から下に並んでいる三つの区分を描いてください。そして、上の区分に「霊」、真ん中の区分に「魂」、一番下の区分に「体」という印をつけてください。それから、「霊」から魂に下って外に出て行く矢印を描いてください。この矢印は、人の霊の中に住んでおられる聖霊を表します。聖霊は霊から魂に下り、魂の機能を通して働かれます。次に、「体」の区分から魂に上がり、魂の機能を通して外に出ていく矢印を描いてください。一番目の矢印は、神から来る霊の力です。それは魂を強めます。二番目の矢印は「魂の力」、肉から生じて魂に流れ込み、外に出て行く力です。「魂」は中央の区画であり、「霊」の力と「魂」の力両方の媒体です。どちらの力が働いているか知るには、その実を見るしかありません。（参照マタイによる福音書七章十六、十七節）


  　「魂の力」の源は魂にあります。もっと正確に言うと、それは聖書が「肉」と呼んでいる体のいのち、動物的ないのちから生じます。今日、私たちの先祖が夢想だにしなかった、大いなる「魂」の力が発見されつつあります。これらの力の源は「肉」にあり、「霊」にはありません。たとえそう見えない場合でも、これは真実です。なぜなら、内住する聖霊の力によって再生された霊が治めるようにならないかぎり、「魂」は肉の力の下にあるからです。聖霊は、魂の機能を治めて用いることを願っておられます。たとえば、魂の機能の一つである精神は、魂の力によって強められ、生かされるか、聖霊によって新しくされ、強められるかのいずれかです。


  　霊の領域の中にあるものを真似て、魂の領域の中に造り出された偽物―――これが今日の危険です。多くの人は無知のゆえに、魂の力を霊的だと思い、それを発達させて、行使しています。しかし、キリストが語られた御言葉が試金石です。彼は「人を生かすのは霊である」と語られました。あなたの霊を通して聖霊から来るものだけが、神に由来するのです。魂の中にある潜在的な力を神聖だと思っている人々もいますが、そうではありません。たとえば、「『癒しの賜物』は魂の内にあり、それを持つ人はその賜物を発達させる必要がある」と言う人々がいます。ある牧者は、「この力は『魂の力』と呼ばれることがある。……この力は、神にささげられる時、『聖霊の賜物』になる。……」と記しました。しかし、実際のところ、聖霊の真の賜物は霊なる神から人の霊を通して来るのであって、「魂」から来るのではありません。


  　また、「聖霊のバプテスマ」を受けた証拠としての「聖霊の現れ」を求めることに関しても、催眠術と同じような手法が導入され、こうして偽物がキリスト教会の中に入り込みました。他にも、自分の霊の中に聖霊の注入を受けているにもかかわらず、無知のせいで魂の潜在的な力を発達させてしまい、自分の生活や神のための奉仕の中に混ざりものを生じさせてしまった信者の例があります。たとえば、歌を何度も繰り返し歌うことは、集会を一種の催眠状態にもたらすことができます。このような状態にある人は、知的に判断したり、意志を用いて決断することができなくなります。


  　このように今日、魂の力の潮流が世界に押し寄せています。そして、悪鬼どもは自分たちの計画やたくらみを遂行しつつあります。「人を生かすのは霊であって、肉は何の役にも立ちません」。福音の宣べ伝え、教え、働きなどの奉仕に携わっている神の子供はみな、聖霊によって支配されているか、魂の力によって支配されているかのいずれかです。再生されたのは霊です―――「わたしはあなたたちに新しい霊を与える」。フォウセットは、「人の霊は聖霊が住まわれる宮であり、聖霊は人の霊を通して働かれる」と言いました。聖霊が人の霊の中に到来し、それを新しくして、そこに住まわれる時、聖霊は精神をも新しくして、魂の諸機能を治めてくださいます。霊によって歩んで、聖霊の働かれる条件を満たすなら、私たちはあらゆる行いにおいて「霊的」になることができます。聖霊が触れたものはすべて霊の証印を押され、すべての機能は変えられ、生かされ、高く上げられます。信者は「新しい人」になるだけでなく、自分の霊の中に神のいのちを持ちます。精神を新しくされることを通して、混乱した思いは過ぎ去り、精神は明瞭になります。


  　「肉は何の役にも立ちません」。これは霊的な働きにおいて、なんと真実でしょう！もし、働きが魂の肉のいのちによってなされるなら、何の実も得られません。どんなに労苦しても、実は全く得られません！なぜなら、働いているのは、天然のいのちによって強められた「魂」だからです。それゆえ、「何の役にも立ちません」。さんざん苦労しても、全く成果はありません！「肉」が何の役にも立たない以上、魂の力もまた何の役にも立ちません。こう述べることは、聖書釈義的に全く正しいことです。


  　ヨハネによる福音書から、主の模範を見ることにしましょう。主は、ご自身とその力――主の場合、それは罪のない力でした――に対してどのような態度を取られたのでしょう？私たちの主は、「わたしの肉を食べ」「わたしの血を飲むこと」について語られました（ヨハネによる福音書六章五三～五八節）。弟子たちはこれを聞いて、「これはひどい言葉だ」と言いました。この主の御言葉は、「肉は何の役にも立たない」という霊的真理を理解することと関係していました。肉にとって、そして霊の事柄を受け入れることのできない生まれながらの人にとって、主の御言葉は「ひどい言葉」に聞こえます。


  　主イエス・キリストは「子は自分からは何もすることができません」と言われました。これはなんと驚くべき御言葉でしょう！主は決して自分自身の活動をされませんでした。主は御父のなさるわざを見て、そのとおりに行われたのです――「わたしの中に住んでおられる御父が御業をしておられるのです」。私たちは、何が主からのものであり、何が自分自身からのものなのかを見極め、言葉や行いをもって神と共に働くことを学ぶまで、一歩一歩絶えず主を待ち望む必要があります。


  　また、主イエスは言われました、「わたしは聞くとおりに裁くのです」、「わたしは人からの栄光を受けません」、「わたしが来たのは、自分の意志を行うためではありません」、「わたしは自分の栄光を求めません」。神への全き信頼―――これが主の取られた立場であり、私たちが取るべき立場です。主はまた、「御父が引き寄せられるのでなければ、だれもわたしのもとに来ることはできません」と言われました（ヨハネによる福音書六章四四節）。


  　神の真の子供たちが今日直面している危険は、魂の力の存在を知らずに、それを発達させてしまうことです。また、広く普及している心理学の教えから来る危険もあります。心理学は、「あなた方は認罪、回心、再生によってではなく、精神療法によって、自分の『弱さ』から救われることができます」と教えます。神の子供といえども注意する必要があります。決して心理学的な自己像を抱いてはなりません。また、霊・魂・体の「諸法則」に気を取られるあまり、聖霊ご自身に信頼することを忘れてはなりません。聖霊はキリストから受けたものを、私たちに啓示してくださいます。今日の大いなる超自然的運動の中には、膨大な量の魂の力があります。私はたった今、ある大きな癒しの運動に関する手紙を受け取ったばかりです。手紙の差出人は次のように記しています、「この運動は全く間違っています。数千もの人が続々とやって来ますが、それでも間違っています。人々に『手を置く』指導者がタバコを吸い、ウイスキーを飲んでいる有様です。こんな状態でいったい何を期待できるというのでしょう！」。


  　クリスチャン生活における「魂の力」の危険性について、もう少し述べることにします。意志と関係する「魂の力」も存在します。主は意志を解放して、それを強めてくださいます。しかし、意志は肉によってではなく、御霊によって強められなければなりません。魂の力の危険性の一つは、意志による祈りです。魂の力によって強められた意志を用いて祈るなら、その意志の力を他の人に及ぼしてしまうかもしれません。この危険性を知らない信者の中には、「何某さんは、これをするべきです」とか、「これをするべきではありません」と言って、自分の思いを祈りの対象に投影する人がいます。魂の力によって祈る危険性を避けるには、神に向かって祈るよう常に注意する必要があります。すべての祈りを神に向けなさい。また、だれかのために何かをするよう神に指図してはいけません。「何某さんを導いてください」と神に願う分には結構です。しかし、「何某さんはこれこれのことを『するべきです』」とか、「これこれのことを『するべきではありません』」と言ってはなりません。他の人々のために祈る時、神の御旨に関する自分の見解や、悪に関する自分の判断を祈ってはいけません。私たちは一つからだの肢体ですが、各々はただ神に対してのみ責任を負っています。私たちが立つにしても、倒れるにしても、それは主の御前でのことなのです。


  　それから、礼拝において魂の力を引き出してしまう危険性があります。主は、「神は霊ですから、神を礼拝する者は霊と真理の中で礼拝しなければなりません」と言われました。それでは、教会の中で感覚的なものが奨励されている事実は何を意味するのでしょう？どうして、月曜から土曜までこの世的な生活をしている人でも、日曜日に教会に行って幸せな気分になれるのでしょう？彼らが幸福で心地よい気分になったのは、音楽などの影響によるのではないでしょうか？彼らは満足を与えられました。しかし問題は、彼らが本当に罪を認めて、再生されたかどうかです。音楽を演奏してはいけないのでしょうか？そんなことはありません。歌には神への賛美が込められています。しかし、ローマ・カトリック教会の礼拝の中に見られる、魂的な要素の数々を考えてみてください！アンドリュー・マーレーは、「魂の月並みな働きが礼拝の中に侵入している」と指摘しました。彼はさらに付け加えて、「人々が罪に打ち勝てない理由の一つは、彼らが自分の宗教生活の中に魂のいのちを持ち込んでいることである。しかし、彼らはこれをほとんど考えもしない」と述べました。彼らは礼拝の中に自己（肉）を持ち込み、こうして肉的な罪を生かし、活動させています。彼らは「自分は『肉』を始末したはずなのに、どうしてまだ肉が残っているのだろう？」と疑問に思います。「罪」の力は、神への礼拝における魂の働きにあります。それは、宗教生活の覆いの下に隠されている「肉」です。私たちはまず第一に、神に近づく必要があります。次に、私たちは霊と真理の中で神を礼拝しなければなりません。「なぜなら、神はこのような礼拝者を求めておられるからです」。


  　今日、霊的な信者が直面している危険は、魂の力の危険です。思いを四方に押し流す潮流がいくつもあります。多くの人がそれらの潮流に捕らわれており、無防備です。キリストの死の中に立って、それが自分と空中の勢力とを隔てるよう求めるなら、あなたはそれらの潮流を完全に自分から断ち切ることができます。


  　私たちの思いは本当に新しくされたでしょうか？それは神の霊によって力づけられているでしょうか？それとも、私たちは生まれながらの人の思いしか持っていないのでしょうか？今日の合理主義は、知的な議論によってではなく、霊の力と祈りによって対処できるでしょう。霊にしたがって生活し歩む方法を、主が私たちに教えてくださいますように。新しくされた思いによって、魂と霊の違いを識別できますように。「神の言葉は生きていて、力があり、魂と霊を分けます」。魂のいのちは十字架上で死に渡されます。そして、私たちは「霊的」になります。


  



  第五章 魂的なものを「霊的」と呼ぶ危険性


  



  　黙示録十三章五節によると、龍によって力を与えられた「獣」は、「けがしごと」を言うことを許されます。「彼は口を開いて神に向かって冒涜し、神の御名と神の幕屋を冒涜した」（六節）。聖書は、反キリストの出現に伴うしるしを、あらかじめすべて予告しています。今日、それらのしるしが急速に現れているため、一つ一つ解き明かして、「世の基が据えられる前からほふられていた小羊のいのちの書」（八節）に名を記されている人々を守るのは困難です。


  　特に、神に対する冒涜はますます顕著になっています。キリストの福音の最も聖なる項目ですら、悪魔の教えや悪魔の力を広めるために誤用されているほどです。冒涜のさいたるものは、主の食卓でなされています。主の食卓は当初、主が来られるまで主の死を示すために設けられました。それが今や、「魂」の力の所業とされて、悪鬼どもの食卓にされているのです。最近出版されたある司教の本によると、それは「秘蹟の科学」と呼ばれており、「魂の能力を発達させた」人には明らかなのだそうです。彼は次のように書いています、「祭司は主の『力』を人々に分け与える分配者である。これらの『力』は、祭司の体の中に伝達され、物質化され、法衣の中に蓄積されつつある」「また、祭壇上の磁化された石、十字架、燭台からは、強力な力が常に放射されている」「特に、香がたかれる時、聖なる天使たちが降臨して、彼らから素晴らしい力が絶え間なく流れ出る。会衆が適切な礼服を着て、媒介者として振る舞うなら、彼らはこの力を受けて、用いることができる」。


  　「秘蹟の科学」について教える本の著者は、また次のようにも記しています。「この神聖な力は、確固たる科学的事実である。それはしばしば、神の恵みと呼ばれることがある。この力は蒸気や電気と同じように、まぎれもない事実である。この力は魂、精神、感情に力強く働く。……」


  　宗教的な教えのどれを見ても、「魂的」とか「魂の」という言葉が目に入ります。キリスト教会の指導者たちですら、しばしばこれらの言葉を使っています。たとえば、カレドニアの大司教は英語の論文の中で、「魂の世界で偉大な発見がなされつつある」と書いています。


  　「我々の魂的な霊は、物質的な障壁によって特定の空間に限定されない。我々の霊は、それが体の中にあろうと、体の外にあろうと、他の人々の霊と混ざり合える。これは霊の交わりである」。


  　「現代の弟子たちは、心理学の教えによって、キリストのあらゆる美徳と聖霊の力に注意を集中している。完全な人であるキリストを通して、彼らは無限の神との交わりに入る。これは霊の交わりである」。


  　「人の精神は、個人的であると同時に、宇宙的な精神の一部である。人の霊は、各人の特徴を有すると同時に、宇宙的な霊の一部である」。


  　今日の文献から引用したこれらの文章を読むと、魂的なものを「霊的」と呼ぶことの危険性がわかります。ですから、聖書に啓示されている「魂」と「霊」の違いを、もう一度強調することにしましょう。


  　「魂的（psychic）」という言葉は、ギリシャ語の「魂（psuche）」から派生した単語です。それは英語の新約聖書では、四十回「いのち」と訳され、四十八回「魂」と訳されています。辞書によると、それは「動物的ないのち」、「動物的な性質」を意味します。「魂」は、生来のいのちによって生かされている人を意味します。


  　聖書は、「生ける魂」になった「最初の人」は「地に属し、地的」であり、「第二の人」は「天から出た主」である、とはっきり告げています（コリント人への第一の手紙十五章四七、四八節）。


  　「魂」の性質は、霊に敵対します。これはコリント人への第一の手紙二章十四節にはっきりと記されています。「生まれながらの（魂の）人は、神の霊の教えを受け入れません。なぜなら、それは彼にとって愚かなことであり、理解することができないからです。それは霊的に識別されるべきものです」。コニーベアは注釈の中で、「この『魂の人』は、霊の原理とは異なるアニマ（生存本能）を賦与された人であると考えられる」と述べています。彼はさらに付け加えて、「『動物的な人』と訳すのがもっともよいであろう。しかし、この訳は少々荒っぽい」と述べています。


  　ですから、今日流行している「魂」の力は「霊」ではありません。なぜなら、それは全く、人の堕落した性質に属しているからです。「魂の能力」を発達させることは、「生まれながらの人」の中に眠っている能力を引き出して、働かせることです。「秘蹟の科学」の著者が、「『祭司』の『体の中』に物質化され、蓄積される」と言った「力」は、自然の力であって、神の聖霊からではありません。聖書が教えているように、そのような力は「神の恵み」を構成するものではありません。


  　魂の力を完全に発達させるには、超自然的力が必要なようです。そして、堕落以降、魂の力は神の力によってではなく、サタンの力によって発達させられています。こう考えると、これまで説明できなかった多くのこと――ここ数年の間に神の子供たちの多くが経験した、悪魔の超自然的働きの台頭――を説明することができます。これはまた、神からのものであると思われた「力のバプテスマ」が、どうして、深い謙遜、砕かれた霊、人々に対する優しい愛情、自己放棄を生み出さずに、個人的な力を誇示する「利己主義」という結果になりえたのかをも説明します。


  　神の御言葉は、今日のこのような新たな危険に対する答えを与えています。いたるところで耳にする叫び、クリスチャン雑誌のページの中ですら繰り返されている叫びは、「人格を高めよ」、「意志を強めよ」です。しかし、魂のいのちに関して、主ご自身はどう教えておられるでしょう？主は十字架への途上、「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分の十字架を負い、そしてわたしについて来なさい。……わたしのために自分の魂のいのち（プシュケ、psuche）を失う（憎む）者は、それ（魂）を救って（保って）永遠のいのちに至ります」*と言われました。ここでも、魂と霊の区別が鍵です。すでに見たように、「魂」は人の霊を通して神の霊によって治められ、上からいのちを受けるか（ヨハネによる福音書三章三節、欄外）、あるいは、肉体からの動物的ないのちや魂の潜在的な力によって支配され、生かされるかのいずれかです。前者の場合、人は「霊の人」であり、その「魂」は「救われて」います。しかし後者の場合、人は「動物的な魂」であり、その魂は失われています。主は、「自分のいのち（魂、psuche）を愛する者はそれを失い、この世で自分のいのち（魂、psuche）を憎む者はそれを保って永遠のいのち（ゾーエ、zoe）に至ります」（ヨハネによる福音書十二章二四、二五節）と言われました。


  
    * ルカによる福音書九章二三～二七節、ヨハネによる福音書十二章二五節などを参照。（訳者注）

  


  　これは、生来のいのちの「魂的」な部分を放棄すべきこと、そしてそれを「啓発」してはならないことを示しているのではないでしょうか？魂（プシュケ、psuche）の低いいのちは、十字架を負うことによって、絶えず死に渡されなければなりません。そうするなら、主ご自身から来るより高度な「いのち」（ゾーエ、zoe）が働くようになります。贖われた人に対して、主は「いのちを与える霊」です。


  　キリストの十字架は、万事に対する「試金石」です。これはなんと素晴らしいことでしょう！「超自然的な力」は、信者の内にある魂の潜在的な力を引き出して、それを働かせることができます。ですから、十字架の道によって与えられ、信者を十字架の道に導く「力」だけを受け入れる必要があります。それ以外の「力」の現れを受け入れることは、安全ではありません。強制的に働いて、「自己」を建て上げさせる「力」は、魂の力によります。この場合、十字架を適用して魂の力を死に渡す代わりに、それを発達させてしまったのです。十字架だけが、聖霊の満ちあふれのために道を備えます。聖霊は人の良心に働かれます。それは強制することによってではなく、神の御言葉の光と真理により、良心に確信を与えることによってです。


  



  第六章 魂と霊の区別 ～フォウセットの注解から～


  



  ヘブル人への手紙四章十二節のノート


  



  　「魂と霊さえもばらばらに切り離して」。すなわち、霊から動物的な魂を分離するまでに及ぶこと。魂は、人の非物質的性質の低次の部分であり、獣類と同じ動物的欲求の座である。同じギリシャ語が、コリント人への第一の手紙二章十四節「生まれながらの（動物的な魂の）人」や、ユダの手紙十九節で使われている。霊は人の高度な部分であり、神の霊を受け入れて、人を天的なものに結びつける。「関節と骨髄」。関節と骨髄の両方にまで達して切り離す。


  　キリストは「人の中にあるものを知って」おられる（ヨハネによる福音書二章二五節）。それゆえ、彼の御言葉は、人の最も深い隠された部分、感情、思いにまで達して、霊的なものを肉的で動物的なものから分離し（区別し）、霊を魂から分離する。箴言二〇章二七節も同じである。


  　レビ族の祭司たちは、ナイフを用いて、緊密に結合している四肢の関節を切り離し、最も深いところにある骨髄（ギリシャ語原文では複数）をも刺し通した。それと同じように、神の御言葉は、緊密に結合している人の非物質的存在――魂と霊――を切り離し、霊のもろもろの深みをも刺し通す。


  　「関節と骨髄の両方」（にまで達する）という節は、「魂と霊をばらばらに切り離す」という節の従属節である。この比喩は、祭司がナイフを用いて、文字どおり関節を切り離し、骨髄をも刺し通して中身をさらけだす光景から来ている（ヘブル人への手紙はユダヤ人に宛てられているので、この比喩は適切である）。この比喩は、前に述べた「魂と霊の切断」を描写している。この切断により、魂と霊は神の御前にさらけ出され、「裸」にされる。この見解は十三節と一致する。


  　明らかに、「魂を霊から切り離すこと」は、ナイフが関節をばらばらに切り離すことに対応している。それは、「霊」が最も深いところにある「骨髄」に対応しているのと同じである。「モーセは魂を形成し、キリストは霊を形成する。魂は体を引き寄せ、霊は魂と体の両方を引き寄せる」……切り離し、刺し通す御言葉の力には、懲罰的効果と、癒す効果がある。


  　「思いを判別する」――ギリシャ語は「目的を判断できる」ことを意味する。「意図」――「観念」（クレリウス）、「考え」（アルフォード）。「思い」と訳されているギリシャ語が精神や感情を表すように、「意図」または「知的観念」と訳されているギリシャ語は知性を表す。


  



  ユダの手紙十九節のノート


  



  　「感覚的な」（文字どおりには「動物的な魂の」）。これは「霊的であること」、「御霊を持つこと」の反対である。この言葉は、コリント人への第一の手紙二章十四節では「生まれながらの人」と訳されている。人間存在の三区分――体・魂・霊――において、神が当初意図された状態は、聖霊を受け入れて人を神に結びつける器官である「霊」が第一となって、体と霊の間にある魂を治めることであった。しかし、生まれながらの人においては、霊は動物的な魂の中に沈んでいる。動物的な魂は、その動機と目的において地的である。「肉的な」人は、さらに低い状態に落ち込んでいる。なぜなら、これらの人においては、人の肉体的な性質の、堕落した、最も低い要素がおもに支配しているからである。


  　「霊を持たない」：動物的な生まれながらの人においては、その高次の部分である「霊」は、聖霊を受け入れる本来の働きをしていない。それゆえ、その霊は正常な状態にない。だから、「霊を持たない」と述べられているのである。（ヨハネによる福音書三章五、六節参照）


  



  テサロニケ人への第一の手紙五章二三節のノート


  



  　「霊、魂、体を、全く」。この御言葉は、神が当初意図されたとおりの、正常で、完全な状態にある人を示している。正常な立場にある霊、魂、体が、「完全な」人を構成する。「霊」は天の高度な知性に人を結びつける。それはまた、人の最も高度な部分であり、人を生かす聖霊を受け入れる器官である（コリント人への第一の手紙十五章四七節）。「非霊的な人」においては、霊は低次の動物的魂の下に沈んでいるため、彼らは霊を持たない「動物」と呼ばれている（英訳聖書では「感覚的」と訳されている。これは、有機物である肉体と、生気を与える非物質的要素である魂しか持たない人を意味する）。


  



  コリント人への第一の手紙二章十四節のノート


  



  　「生まれながらの人」：文字どおりには、動物的な魂の人。霊の人とは対照的に、動物的な魂によって支配されている人。生まれながらの人においては、動物的な魂がその霊を押さえ込んでおり、その霊の中に神の霊は宿っていない（ユダの手紙十九節）。それゆえ、動物的な（生まれながらの）体、低次の動物的性質（人間の堕落した理性や心を含む）によって導かれている体が、聖霊によって生かされている体と対比されている（参照、コリント人への第一の手紙十五章四四～四六節）。肉的な人（肉欲や自己高揚の霊によって導かれていて、神のいのちから離れている人）とほぼ同類であり、「地的」である。最悪の場合、このような人は悪魔的、悪鬼的であり、悪霊によって導かれている（ヤコブの手紙三章十五節）。実に恐ろしいことである。


  



  コリント人への第一の手紙二章十五節のノート


  



  　「霊的な人は」。文字どおりには「その霊の（人は）（the spiritual （man））」。五章十四節では、「ある生まれながらの人（A natural man）」（その生まれながらの人（the natural man）ではない）となっている。「霊の人」の前には定冠詞がついており、「生まれながらの人」の前には不定冠詞がついている。この対比に注目せよ。その霊の人は、御霊（the Spirit）によって治められているという点で、周囲の人々よりも高い状態にあり、際立っている。再生されていない人においては、聖霊の器官であるべき霊が（人が再生される時、霊は聖霊の器官となる）*、動物的な魂によって蹂躙されており、機能停止状態にある。それゆえ、このような人を「霊的」とは決して呼べない。


  
    * ああ、しかし、再生された人でさえ、「動物的な魂」が御霊（the Spirit）を蹂躙している場合があまりにも多いのです！

  


  



  コリント人への第一の手紙三章一節のノート


  



  　「さて、私は……」。この文を言い換えると次のようになる、「生まれながらの（動物的な）人は神の深い事柄を受け入れることができません。そのため、私もまたあなたたちに向かって、霊の人に対するようには、神の深い事柄を話すことができませんでした。私はあなたたちに向かって、『肉の人』に対するように話すことを余儀なくされました」。


  　「肉の人」は、肉や天然に完全に属している人を意味する。「肉的な人」は、全く天然的で、再生されていない人を意味するのではなく、肉的な習性を多く持っている人を意味する。パウロはコリントの信者たちに対して、彼らが回心していたにもかかわらず、全く天然的な人に対するように話さなくてはならなかった。


  



  ヤコブの手紙三章十五節のノート


  



  　「感覚的な」文字どおりには、「動物のような」：「生まれながらの」人の知恵は、その起源において悪魔的であり……その性格もまた、その起源に相応のものである。


  



  「霊的な」実際の「魂的な」偽物


  



  　あらゆる真の霊的現象には、必ず魂的な対応物があります。たとえば、真理を愛する愛、霊的現象と見なされる愛は、その魂的な対応物とは本質的に異なります。感情や、強くかき立てられた愛情からなる愛は、肉的なものにすぎません。それは苦難を避け、この世の享楽や寵愛を追い求め、家庭や社会に執着します。もっとも洗練された形になると、それは貧困を減らし、家庭の安寧を促進することへの深い関心という形を取ります。しかし、こうしたことはみな、真理に対する深い憎しみに根ざしているかもしれないのです。


  　神聖で霊的な愛は、その性質において、これらの愛とは全く正反対です。それは神に対する愛であり、神がまず最初に私たちを愛してくださったこと（ヨハネ第一の手紙四章十九節）を知る結果生じる愛です。


  　魂的な愛は、被造物を愛することによって、創造者を愛するふりをします。それに対して、霊的な愛は、創造者を通して被造物に至ります。魂的な愛は、被造物の幸福を促進するためなら、いつでも創造者の真理を犠牲にします。それに対して、霊的な愛は、創造者の真理を通して被造物の幸福が確保・促進されることを喜びます。


  　霊的な愛は、真理を格別に愛する愛であり、真理のために人々を愛する愛です。魂的な愛は常に神の真理を二の次にします。それは霊的に見えるかもしれませんが、この特徴によって見分けることができます。それに対して、霊的な愛の本質的特徴は、神の真理を何ものにもまして最高に愛することです。


  　魂的な愛の性質は、時として自分自身を暴露します。魂的な愛は、一般的に認められている人間的事実や人の説得力ある議論と神の御言葉とを調和させようとして、しばしば大いに苦悩します。そして、神の真実さを犠牲にしてでも、妥協しようとします。しかし、神聖で霊的な愛は、「たとえすべての人を偽り者としても、神を真実としなさい」*と言います。


  
    * ローマ人への手紙三章四節（訳者注）
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